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  AlN はウルツ鉱型構造をとり、c軸方向に対称性を持たないことから Al 極性(0001)と N 極性

(0001
_

)面を持つ。我々は、純度 3N の焼結体 AlN ターゲット（AlN-tgt.）を用いたスパッタ法と face-

to-face アニール法（FFA）を組み合わせることで低転位密度の Al 極性 AlN (FFA Sp-AlN)を作製す

る方法を報告してきた[1,2]。また、純度 6N の金属 Alをターゲット（Al-tgt.）に用いて AlN を成膜

することで、N 極性 FFA Sp-AlN が得られることも報告した[3]。本研究では、光デバイスで主に用

いられる Al 極性 AlN を低コストな Al-tgt.を用いたスパッタ法 AlN で得ることを目的に、AlN-tgt.

と Al-tgt.の積層を用いてアニール後の AlN の極性に与える影響を調べた。 

  0.2°オフのc面サファイア基板上にRFスパッタ法を用いて異なるターゲッ

トでスパッタAlN層を積層後にFFAを行った。この際、Table Iに示すように総

膜厚が300 nmとなるように、下層をAlN-tgt.を用いたスパッタAlN層、上層を

Al-tgt.を用いたスパッタAlN層として、各層の膜厚を変化させた。結果、Table 

Iに示す通り、AlN-tgt.を用いたスパッタAlN層膜厚を約10 nm以上とした場合、

Al極性FFA Sp-AlNが得られることがわかった。AlN-tgt.を用いたスパッタAlN

とAl-tgt.を用いたスパッタAlNを共に層膜厚を150 nmとしてアニールによって

得たAl極性FFA Sp-AlN（Table Iの赤枠条件）上に有機金属気相成長（MOVPE）

法でAlNを500 nm成長させた試料(Fig.1 (a))の断面走査透過型顕微鏡像（STEM）をFig. 1(b−e)に示

す。Fig. 1(b)に示す通り、AlN/サファイア界面の約20 nmに極性反転界面が観察された。Fig. 1(c)に

示す格子像より、極性反転界面を介してN極性からAl極性に反転していることがわかる。この極性

反転は、150 nmのAlN-tgt.によるスパッタAlN層により酸素濃度が閾値を超え、AlN-tgt.のみを用い

て成膜した場合と同様にAlxOyNzを形成してN極性AlNがAl極性AlNに極性反転[2]したことによる

と考えられる。Al-tgt.で成膜されたスパッタAlN層、およびMOVPE法によって成膜されたAlN層で

も下地の極性を維持してAl極性AlNであった（Fig.1(d,e)）。また、Fig. 1(f)に示すAFM像より、MOVPE

成長後の表面は、らせん成分の転位を含まない直線的な原子層ステップ&テラス構造であった。 
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Fig. 1 (a) Sample structure and (b) STEM-bright field (BF) image. Magnified STEM annular bright-field 

(ABF) image with filtered observed in the location marked in (c) c, (d) d, and (e) e. (f) 5 × 5 μm2 

AFM image.   

Table I Polarity of 

FFA Sp-AlN. 
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